
６．安全性要約書（GSS）の作成、保存 

 TRA の計算が終了し、リスク比（RCR）がすべて１未満となっていることを確認した

ら、安全性要約書（GSS）を作成するために「GSS 作成」ボタンを押してください。

GSS の自動作成が開始されます。（図 10） 
 GSS の作成が完了すると、「GSS」のシートが表示されます。GSS の内容は編集可能

となっていますので、必要に応じて、加筆・修正してください。 
なお、「ばく露」、「推奨するリスク管理措置」のセクションでは、GSS の雛型シートの

右側にフレーズの選択肢を列挙しています。 
 

 
図 9 GSS シートでのフレーズの選択肢の列挙 

 
 
 「GSS」や「TRA 計算結果」のシートは上書きされるため、作成した内容を保存して

おきたい場合にはシートをコピーして別ファイルとして保存するようにしてください。

（図 11、図 12） 

ばく露　(EXPOSURE)

候補1 候補2 候補3
ばく露は製造設備か、当該物
質を使用する様々な産業設
備で生じる。製造、輸送、保
管、閉鎖系での反応等であ
る

製造工程での作業工程にお
けるメンテナンス、サンプリン
グ、試験、手動での輸送、そ
の他の作業の際にばく露をす
る可能性がある

ばく露は製造設備か、当該物
質を使用する様々な産業設
備で生じる。製造、輸送、保
管、閉鎖系での反応等であ
る。

製造工程での作業工程にお
けるメンテナンス、サンプリン
グ、試験、手動での輸送、そ
の他の作業の際にばく露をす
る可能性がある。

ばく露は製造設備か、当該物
質を使用する様々な産業設
備で生じる。製造、輸送、保
管、閉鎖系での反応等であ
る

製造工程での作業工程にお
けるメンテナンス、サンプリン
グ、試験、手動での輸送、そ
の他の作業の際にばく露をす
る可能性がある消費者用に直接販売されるこ

とはないが、塗料を含む様々
な製品の製造に使用される
ため、残留モノマーとして消
費者製品に微量含まれる可環境中への放出の可能性は
限定的であり、そのほとんど
は製造・調合プロセスを通じ

ガスであり、物理化学的性状
から揮発が水域への主要な
排出経路と考えられるが、表

物質が漏れた場合、強い臭
気によって気づかれるが、ま
れに健康リスクを生じさせる。

環境中への放出の可能性は
限定的であり、そのほとんど
は製造・調合プロセスを通じ

ガスであり、物理化学的性状
から揮発が水域への主要な
排出経路と考えられるが、表

物質が漏れた場合、強い臭
気によって気づかれるが、ま
れに健康リスクを生じさせる。

環境中への放出の可能性は
限定的であり、そのほとんど
は製造・調合プロセスを通じ
て排水や排ガスとして放出さ
れる。

物質が漏れた場合、強い臭
気によって気づかれるが、ま
れに健康リスクを生じさせる。

環境中への放出の可能性は
限定的であり、そのほとんど
は製造・調合プロセスを通じ
て排水や排ガスとして放出さ
れる。

物質が漏れた場合、強い臭
気によって気づかれるが、ま
れに健康リスクを生じさせる。

推奨するリスク管理措置　(RISK MANAGEMENT RECOMMENDATIONS)

候補1 候補2 候補3

○○の作業の際は、適切
な保護具を着用する。

○○の作業においては
局所排気を適用する。

○○の作業の際は、××
による作業環境許容濃度
の勧告値△△ mg/m3
（TWA－時間加重平均
地）を下回る環境濃度と
なるよう管理・制御する

商品の取扱説明書に
従って使用する。

屋内での使用時には十
分な換気を心がける。

通常の製品は、取扱説明
書に従った適切な使用方
法では人に悪影響をもた

適切な排水処理施設を
設置する。

適切な排ガス処理施設を
設置する。

漏洩防止策を講じ、定期
的な排出量の確認、日常
管理、取り扱いに注意を
払う。

専用設備での船舶／大容量コンテナへのor からの物質や調剤の移し替え作業において、【例：塵/蒸気/エ
アロゾルの発生、流出、装置の清掃】等に伴い、作業者への経皮・吸入ばく露の可能性がある。

流出を最小化するように設計された条件での小容量コンテナへの物質や調剤の移し替え作業において、作
業者への経皮・吸入ばく露の可能性がある。

消費者ばく露 接着剤、シール剤等の製品として使用され、消費者への経皮・吸入ばく露の可能性がある。

項目 ばく露

作業者ばく露
管理されたばく露のある閉鎖系・連続プロセスでの作業において、メンテナンス、サンプリングおよび装置故
障の際等に、作業者への経皮・吸入ばく露の可能性がある。

【例：塗装及びコーティング、接着剤の結合成分、織物繊維と皮革製品の染料、金属被覆及び亜鉛めっきの
金属】等の物質または調剤として、産業において物体内や物体表面に物理的や化学的結合で含有・定着さ
せるように使用される。主に大気及び水環境へ放出されやすい。また土壌環境へも放出される可能性があ
る。

項目 推奨するリスク管理措置

対作業者ばく露

作業の際は、適切な保護具を着用し、適切な局所排気を適用する。また、作業環境許容濃度
の勧告値が設定されている場合は、それを下回る環境濃度となるよう管理・制御する。

環境ばく露 産業における物質の製造工程から、主に大気及び水環境へ放出される可能性がある。

産業における調剤の調合工程から、主に大気及び水環境へ放出される可能性がある。

消費者用や業務用の【例：繊維洗浄の洗剤、機械洗浄液、トイレクリーナー、自動車と自転車の手入れ用品
（つやだし、潤滑油、凍結防止剤）、塗装溶剤と接着溶剤、芳香剤と消臭スプレーのエアロゾルの高圧ガス】
等、加工助剤として屋内で使用され、広範囲の大気及び水環境へ多く放出されやすい。

対消費者ばく露 商品の取扱説明書に従って使用する。

対環境ばく露
適切な排水処理施設や排ガス処理施設を設置する。また、漏洩防止策を講じ、定期的な排出
量の確認、日常管理、取り扱いに注意を払う。

GSSMaker で作成される

GSS 雛型シートの右側に

選択肢を列挙 
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図 10 GSS Maker の GSS 作成のフロー 

ＳＴＥＰ（4） 実行と結果の確認

Copyright (c) 2014 Japan Chemical Industry Association and Mizuho Information & Research Institute, Inc. All rights resereved.
RCR>1の場合のチェックポイントを表示

ＴＲＡの実行 GSS作成

ヘルプ

 

ばく露　(EXPOSURE)

推奨するリスク管理措置　(RISK MANAGEMENT RECOMMENDATIONS)

法規制情報　(REGULATORY INFORMATION)

*化審法：化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律

*化管法：特定化学物質の環境への排出量の把握等および管理の改善の促進に関する法律

連絡先　(CONTACT INFORMATION WITHIN COMPANY

発行・改訂日(DATE OF ISSUE/REVIEW)　その他の情報 (ADDITIONAL INFORMATION)

初版：

改訂情報：

特記事項： なし

免責事項　(DISCLAIMER)

この製品安全要約書の目的は、対製品の情報を簡単な概要として提供することであり、リスク評価のプロセス及びヒト健康や環
境への影響などの専門的な情報を提供するものではありません。

また、安全性データシート（ＳＤＳ）、または化学品安全性報告書（CSR)などのリスク評価に代わる文書として作成されたものでは
ありません。
また、記載内容は現時点で入手できる法令、資料、情報、データに基づいて作成しておりますが、いかなる保証をなすものでは
ありません。

担当部門・担当者 環境部  田中太郎

電話番号/FAX番号 03-1111-1111   /   03-2222-2222

2014年5月21日

改訂日 項目 改訂箇所

大気汚染防止法 有害大気汚染物質

会社名 ABC化学株式会社

住所 田中太郎

化管法 第１種指定化学物質

消防法 第４類引火性液体、第一石油類非水溶性液体

労働安全衛生法
名称等を通知すべき有害物／危険物・引火性の物／第２種有機溶剤等／名称等を表示すべ

き有害物

対環境ばく露
適切な排水処理施設や排ガス処理施設を設置する。また、漏洩防止策を講じ、定期的な排出
量の確認、日常管理、取り扱いに注意を払う。

法律 内容

化審法 優先評価化学物質

項目 推奨するリスク管理措置

対作業者ばく露
作業の際は、適切な保護具を着用し、適切な局所排気を適用する。また、作業環境許容濃度
の勧告値が設定されている場合は、それを下回る環境濃度となるよう管理・制御する。

対消費者ばく露 商品の取扱説明書に従って使用する。

環境ばく露 産業における物質の製造工程から、主に大気及び水環境へ放出される可能性がある。

産業における調剤の調合工程から、主に大気及び水環境へ放出される可能性がある。

消費者用や業務用の【例：繊維洗浄の洗剤、機械洗浄液、トイレクリーナー、自動車と自転車の手入れ用品
（つやだし、潤滑油、凍結防止剤）、塗装溶剤と接着溶剤、芳香剤と消臭スプレーのエアロゾルの高圧ガス】
等、加工助剤として屋内で使用され、広範囲の大気及び水環境へ多く放出されやすい。

専用設備での船舶／大容量コンテナへのor からの物質や調剤の移し替え作業において、【例：塵/蒸気/エ
アロゾルの発生、流出、装置の清掃】等に伴い、作業者への経皮・吸入ばく露の可能性がある。

流出を最小化するように設計された条件での小容量コンテナへの物質や調剤の移し替え作業において、作
業者への経皮・吸入ばく露の可能性がある。

消費者ばく露 接着剤、シール剤等の製品として使用され、消費者への経皮・吸入ばく露の可能性がある。

項目 ばく露

作業者ばく露
管理されたばく露のある閉鎖系・連続プロセスでの作業において、メンテナンス、サンプリングおよび装置故
障の際等に、作業者への経皮・吸入ばく露の可能性がある。

物質名 (SUBSTANCE NAME)

物質の概要　(GENERAL STATEMENT)

化学的特性　(CHEMICAL IDENTITY)

使用・用途と適用　(USES AND APPLICATIONS)

物理化学的特性　(PHYSICAL/CHEMICAL PROPERTIES)

ヒト健康影響　(HEALTH EFFECTS)

環境影響　(ENVIRONMENTAL EFFECTS)

出典・備考

好気的生分解性 易分解
生物蓄積性

PBT/vPvBの結論

オゾン層への有害性 -
出典・備考 日化協GPS/JIPSセミナー資料

環境中の移行性

影響項目 結果　（GHS危険有害性分類）
水生環境有害性（急性） 水生生物に毒性（区分2)

水生環境有害性（長期間） 区分外

特定標的臓器毒性(反復ばく露） 長期にわたる、又は反復ばく露による臓器（中枢神経系、腎臓）の障害（区分1)

吸引性呼吸器有害性 飲み込んで気道に侵入すると生命に危険のおそれ（区分1)

出典・備考 日化協GPS/JIPSセミナー資料

発がん性 区分外

生殖毒性 生殖能または胎児への悪影響のおそれ（区分1A)

特定標的臓器毒性(単回ばく露）
中枢神経系：臓器(中枢神経系)の障害（区分1）／気道刺激性：呼吸器への刺激のおそれ（区

分3）／麻酔作用：眠気またはめまいのおそれ（区分3）

呼吸器感作性 分類できない

皮膚感作性 区分外

生殖細胞変異原性 区分外

急性毒性（経皮） 区分外
皮膚腐食性／刺激性 皮膚刺激（区分2)

眼に対する重篤な損傷性／刺
激性

眼刺激（区分2B)

急性毒性（吸入-気体） 区分外
急性毒性（吸入-蒸気） 吸入すると有害（区分4）

急性毒性（吸入-粉塵/ミスト） 区分外

出典・備考 日化協GPS/JIPSセミナー資料

影響項目 結果　（GHS危険有害性分類）
急性毒性（経口） 飲み込むと有害性のおそれ(区分5)

水溶解度の温度 20 ℃
オクタノール/水分配係数 2.65 logKow

蒸気圧の温度 20 ℃
水溶解度 515 mg/L

項目 値
分子量 92.15 g/mol
蒸気圧 3000 Pa

その他の情報
出典・備考

当社製品の主な用途

その他の番号 203-625-9(EC番号）
分子式 C7H8
構造式

商品名
化学名  トルエン
CAS番号 108-88-3

 トルエン

項目
一般名  トルエン
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図 11  GSS シートを別ファイルにコピーする方法 
 

①「GSS」のシート名のところで

右クリックをし、「移動または

コピー」を選択。 

②「移動先ブック名」のプルダウンから、「（新

しいブック）」を選択。 
また、下の方にある「コピーを作成する」に

チェック。 

③ ②が終わると左画面のようになるはずなの

で、「OK」ボタンを押すと、GSS のシート

が新しい Excel ファイルとなります。 
 そのファイルに名前を付けて保存すれば

GSS の保存作業は完了です。 
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図 12  TRA 計算結果シートを別ファイルにコピーする方法 
 

②「移動先ブック名」のプルダウンから、「（新

しいブック）」を選択。 
また、下の方にある「コピーを作成する」に

チェック。 

③ ②が終わると左画面のようになるはずなの

で、「OK」ボタンを押すと、GSS のシート

が新しい Excel ファイルとなります。 
 そのファイルに名前を付けて保存すれば

TRA 計算結果の保存作業は完了です。 

①「TRA 計算結果」のシート名

のところで右クリックをし、

「移動またはコピー」を選択。 
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GSSMaker 英語版では、GSS の言語を選択できます（日本語または英語）。 

GSS の言語を選択してから「Create GSS」を押してください。指定した言語の GSS が作成されます。 

language of GSS

STEP(4) Run and output of results

Copyright (c) 2014 Japan Chemical Industry Association and Mizuho Information & Research Institute, Inc. All rights resereved.

Japanese

                                

Display Checkpoint in the case of RCR>1

Run TRA Create GSS

Help
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